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は し が き

　法学を学ぶと、どのような興味深い課題に出会い、かかわること
ができるのか。文系・理系を問わず、東京大学の学部 1 年生・2 年
生を対象として、東京大学法学部の教員 13 名が講義をしました。
本書は、そのような授業の記録です。
　学部 1 年生・2 年生だけでなく、法学部とはどのようなところな
のかと関心を持った高校生、学ぶ意義を再確認しようとする学部 3
年生・4 年生や法科大学院の学生、他の分野を専門とする学生、ア
ンテナをさらに磨こうとする職業人など、多くの皆様が手に取って
くださるならば、ありがたく存じます。どの講からでも、自在の順
序でお読みください。
　13 講を 1 冊にまとめるにあたって、世界を揺るがす国際問題に
おいても法が深く関係することを示す「ロシアのウクライナ侵略と
国際法」を最初に置き、それに続いて、日本法など国ごとの法が主
な舞台となる講を置いています。国ごとの法であっても、他の国々
と比較したり、相互に影響を及ぼし合ったり、国外で生じた事実に
日本法を適用したりする場合があることを、感じ取っていただけれ
ば幸いです。

　2022 年 7 月に、『まだ、法学を知らない君へ──未来をひらく 13
講』を刊行しました。2021 年度に講義をした 13 名の教員によるも
のでした。
　本書は、2022 年度に講義をした教員を中心に、別の同種の機会
に講義をした教員を含め、やはり総勢 13 名が、それぞれ 1 講を文
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ii

章にしたものです。書籍としての刊行にあたり、新しい情報を取り
入れた内容としています。
　2021 年度は、東京大学教養学部の法・政治部会が開講責任母体
である総合科目「法と社会」の軒をお借りしていました（題目名は

「現代法学の先端」）。幸い、これが軌道に乗ったため、2022 年度から
は、法学部を開講責任母体とする総合科目「現代と法」として開講
しています。
　2021 年度は完全オンラインの形式でしたが、2022 年度からは駒
場キャンパスの 900 番教室で開講し、学生と間近に接しながら授業
を行っていることも、大きな喜びとするところです。

　本書の編集は、有斐閣法律編集局学習書編集部の中村希穂さんと
北口 暖さんが担当されています。藤本依子さんほかの皆様ととも
に進め、書名や装丁も親しみやすいものをお考えくださいました。
　総合科目「現代と法」は、東京大学教養学部の科目として開講し
ている授業です。また、授業の運営や本書の刊行に際して、法学部
長である山本隆司教授などから助言や支援を受けています。
　本書を刊行するにあたって、多くの皆様からのご助力に対し、感
謝の気持ちを新たにしています。

2024 年 7 月

「現代と法」委員会を代表して
白 石 忠 志
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中谷和弘
（なかたに・かずひろ）
東海大学法学部教授、東京大学名誉教授

重大な国際法違反に国際社会は
どう合法的・実効的に対処する
か。「国際社会における法の支
配」の真価が問われています。

巽　智彦
（たつみ・ともひこ）
東京大学大学院法学政治学研究科准教授

法学に初めて触れる方はもちろ
ん、触れたことがあるもののそ
のときは面白く感じなかった方
にも、お勧めしたい本です。

宍戸常寿
（ししど・じょうじ）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

法が、政治や経済、社会に密接
に関わっている、生き生きとし
たものであることを、この本を
通じて感じてください。

成瀬　剛
（なるせ・ごう）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

社会のルールに疑問を感じたこ
とがある人は、既に法学の扉を
開けています。その先にある豊
かな世界を楽しんでください。

笠木映里
（かさぎ・えり）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

これから新しい時代を作ってい
く読者の皆さんに、まずは考え
ることの楽しさと自由さを感じ
て頂ければと思っています。

齋藤哲志
（さいとう・てつし）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

かつての法やよその法にも是非
目を向けてみてください。い
ま・ここにある法の学習にも意
外に効き目があります。
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松井智予
（まつい・ともよ）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

現代社会に所与の制度も、過去
の社会の産物です。将来を模索
する際に制度の前提を問い直す
ことも、法学の営為です。

田村善之
（たむら・よしゆき）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

法学は、社会を動かしていく制
度を設計するダイナミックな学
問です。その一端を本書で味わ
っていただければと思います。

藤田友敬
（ふじた・ともたか）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

新しい科学技術の進展により従
来の制度の大前提が維持できな
いとき、どうすればよいか、柔
軟な発想で考えてください。

後藤　元
（ごとう・げん）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

今ある法律をどう解釈するかだ
けではなく、どのような制度が
望ましいのかを考えることも、
法学の重要な役割です。

Simon VANDE WALLE
（ヴァンドゥワラ・サイモン）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

法学は多様なキャリアへの道を
拓き、正義と現実をつなぐ。こ
の本を通して、法律の世界の魅
力に触れてほしい。

増井良啓
（ますい・よしひろ）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

コロナ明けの対面式の講義で、
思わず力が入りました。講義の
あと白石先生とおいしい蕎麦を
食べたのも、良い想い出です。

白石忠志
（しらいし・ただし）
東京大学大学院法学政治学研究科教授

引き続き、毎回、教室で司会を
しています。清新な学生が新た
な知見に接して一歩前に進む様
子に触れる楽しい仕事です。
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